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第
１
部

１
「
港
湾
」
の
定
義

２
港
湾
の
歴
史

「港湾」とは，陸地あるいは桟
橋などの人工構

造物と船との間で，貨物の積み
下ろし（荷

に
役
やく

）や

人の乗り降りなどの活動が行わ
れる場所ならびに

その機能を指す．広義には，こ
れらの活動を支え

るため空間及び関連サービスな
どを含む総体的な

概念として用いられる．

近代港湾では船が岸壁に直接横
付けして荷役や

旅客乗降を行うことが一般的で
あるが，歴史的に

は比較的新しいことである．帆
船時代には目的港

の沖合に錨泊（錨（アンカー）
を下ろして停泊）

し，貨物や乗客は艀
はしけ

（陸と沖合に停泊中の本船

の間を乗客・荷物などを乗せて
運ぶ小舟）に積み

替えて陸上に運ぶことが通常で
あった．船が安全

に停泊し，荷役などを行うため
には，波や潮流，

風などを避ける地形条件や，座
礁しない十分な水

深が求められる．このため，古
くから発展してき

た．港町の古名には湊，泊，津
などのほか，浦，

江，潟など，港に求められる条
件を満たす地形を

指す字が含まれる事例は多い．

「港湾」という言葉は，明治
初期の『米欧回

覧実記』（久米邦武編）で，po
rt and harbo（u）r

の訳語として使われ始めたと考
えられる．port

はラテン語の portus（入り口
）が語源であり

「港」（「みなと」は「水の門」
の意）に近い．一

方，harbo（u）r は古英語 herb
erwe（泊まる），

herbeorgian（休憩する）が語源
であり「湾」（船

が安全に停泊したり荷物を積み
替えたりできる入

江）に近いといえる．

また，「港」の荷役，乗降などが
行われる出入

り口としての機能を航空輸送に
あてはめて「空

港」（airport）と称するが，これ
と対比するため

に「海港」（seaport）という表
現が用いられるこ

とがある．「海港」は「河川港
」（river port）に

対比した言葉でもある．
〔樋口嘉章〕

1 古代から江戸時代まで

人間が舟で海を越えて移動し交
易することは，

文明の成立以前から行われてい
た．遺跡から発掘

された黒曜石を例にとろう．こ
の石は剝離加工に

よって鋭利な石器となるため，
旧石器・新石器

時代を通じて重要な材料の一つ
であるが，長野県

和田峠，伊豆諸島の神津島，隠
岐島，北海道の

十勝・白滝など，限られた場所
でしか産出しない

（図1）．それにもかかわらず，
旧石器時代を通じ

て関東地方，中国・四国地方，
北海道などに広く

分布している．約 2.2 万年前に
神津島の黒曜石が

60 kmも離れた伊豆半島へ運ば
れ，北海道白滝の

黒曜石が樺太（サハリン）の遺
跡まで運ばれたこ

となどが，成分分析によって特
定されている．縄

文時代の遺跡から丸木舟が出土
しており，黒曜

石の輸送も丸木舟によると考え
られる．それほ

ど大きな船ではない（例えば安
房郡丸山町（現・

南房総市）の加茂遺跡で出土し
た丸木舟は長さ

4.8 m，幅 60 cm）ので，それに
適した波当たり

「港湾」の定義 港湾の歴史
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図１　黒曜石出土分布の図
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のない遮蔽された水域が利用さ
れたのであろう．

我が国についての最古の記述は
，紀元前 2世紀

の『漢書』地理志にみられる．「
夫
そ
れ楽
らく

浪
ろう

海中に

倭
わ
人
じん

有り，分かれて百余国と為
な
る．歳

さい

時
じ
を以て来

たり献見すと伝ふ．」（（朝鮮の）
楽浪郡の海の彼

方に倭人がいて，その国は百あ
まりに分かれてい

る．楽浪郡には定期的に貢物を
献上していた．）

との記述から，紀元前 1世紀頃
には日本と大陸と

の間に行き来があったことが窺
われる．

3世紀の『魏志倭人伝』には，
朝鮮半島と交易

を行った対馬や一
い
支
き
国
こく

（壱岐）についての記述が

ある．対馬については，島の中
央に広がる天然の

良港，浅
あそう

茅湾などの静穏な水域が船の停
泊地とし

て交易に利用されていたと考え
られている．一

方，壱岐については，一支国の
都の跡とされる原

はる

の辻遺跡から，日本最古の船着
き場跡が出土して

いる（図2）．河床面の軟弱地盤
上に施設を設け

るため，木材等を基礎に敷く大
陸系の土木技術

「敷
しき

粗
そ
朶
だ
工法」が採用されている．この

構造物は

弥生中期前葉（紀元前 3世紀末
）に築造され，弥

生後期まで利用されていたこと
がわかっている．

通常，当時の海岸に作られた港
（水門・津）の

痕跡はほとんど残ることがない
．我が国の古代に

おける港の多くは，海岸砂州背
後のラグーン（潟

湖）に成立したが，そこは極め
て不安定な自然環

境であったため，津波や高潮，
土砂の堆積などに

よって，跡形もなくなってしま
う．このため，一

般的に古代の港については，地
名はわかるものの

規模や施設の種類など詳細は不
明なのである．原

の辻遺跡から船着き場跡が出土
したのは幡

はた

鉾
ほこ

川
がわ

の

河口部から約 1.8 km上流という
立地のゆえに波

などの影響を受けなかったため
と考えられるが，

例外的な事例といえる．

600 年の第 1次遣隋使船を端緒
として，その後

630 年に始まった遣唐使船は 8
38 年に至るまで，

十数回に及んだ．当時の我が国
の代表的な国際貿

易港は，九州北部の那
なの

大
おお

津
つ
（現・博多港）と大坂

湾の難波津（現・大阪港）だっ
た．難波津につい

ては，720 年に勅修された『日
本書紀』巻 11 の

仁徳天皇 11 年冬 10 月の条に，
難波の高津宮に都

を置いた仁徳天皇が，宮の北部
の野を掘り，南の

水を導いて，西の海（大坂湾）
に入れ堀江と名づ

け，北の河の洪水を防ぐために
，茨田の堤を築い

たとの記述がある．

また，『日本書紀』巻 9には「紀
き
伊
い
水
み な と

門」の名

前が神功皇后摂政元年春 2 月の
条にある（古代

の紀ノ川の河口を入った位置に
あったとされる）

等，日本の歴史の中で，船と港
が重要な役割を果

図2　日本最古の船着き場復元模
型画像（左提供：壱岐市教育委員

会，右：全国遺跡報告総覧 原の
辻遺跡・鶴田遺跡 

https://sitereports.nabunken
.go.jp/ja/12527（2024-11-2

9 閲覧））

日本の港_再校正.indd   2-3

2025/02/21   12:57

て交易に利用されていたと考え
られている．一

方，壱岐については，一支国の
都の跡とされる原

はる

の辻遺跡から，日本最古の船着
き場跡が出土して

ては，720 年に勅修された『日
本書紀』巻 11 の

仁徳天皇 11 年冬 10 月の条に，
難波の高津宮に都

を置いた仁徳天皇が，宮の北部
の野を掘り，南の

水を導いて，西の海（大坂湾）
に入れ堀江と名づ

）．それにもかかわらず，旧石器
時代を通じ

て関東地方，中国・四国地方，
北海道などに広く

分布している．約 2.2 万年前に
神津島の黒曜石が

mも離れた伊豆半島へ運ばれ，
北海道白滝の

黒曜石が樺太（サハリン）の遺
跡まで運ばれたこ

となどが，成分分析によって特
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函館港（図1）は渡
お

島
しま

半島の南端に位置し，津軽海峡を隔てて本州と対峙する天然の良港である．海中より隆起した函館山は陸繫砂州によって亀
かめ

田
た

に連坦して巴の形状をなし，港は静穏で「綱知らずの港」といわれた．函館山頂や麓からの眺望（図２），特に夜景の美しさは有名である．日本海の海運は早くから開け，室町時代には越前・若狭との間に海運があったが，寛永年間（1624～1643 年）に西回り航路が開発され大坂に達するようになると，松前三
さん

湊
そう

（松前，江差，箱館（1869 年に函館となる））出入の船舶もその航路を利用し大坂に連絡するようになった．特に箱館は，1799 年に蝦
え

夷
ぞ

島（北海道）が幕府の直轄となり奉行所が置かれて以降，津軽海峡の連絡航路及び国内沿岸航路の拠点港として発展した．1854年に日米和親条約により下田とともに薪水・食料の補給地として開港し，1858 年には日米修好通商条約により我が国初の貿易港となった．

明治 20（1887）年代に入ると，港湾商業都市としての発展期を迎え，船渠会社，セメント会社，海運業を中心として産業資本が形成され，市街地が拡大し都市形態が大きく変わった．海運業が発展すると，それと密接不離な関係にある港湾運送業・保険業・保険代理業も盛んになった．西部地区の臨海部には海運業や海産商の建物，営業倉庫などが集中した．
本州との交通アクセスも大幅に改善され，1891年に上野・青森間，1904 年に小樽・函館間の鉄道が全通すると，1908 年には当時最新鋭の田村丸と比

ひ

羅
ら

夫
ふ

丸が青函航路に就航した．1910 年，

歴史が息づく青
せい

函
かん

連絡船と北洋漁業の拠点港

海岸町地区 万代地区
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金森赤レンガ倉庫

ともえ大橋港格：重要港湾
所在地：北海道函館市
港湾管理者：函館市

図1　函館港全景（提供：北海道開発局）

北海道

函
はこ　　だて

館 港

図２　函館山八幡坂からの眺望．奥は旧青函連絡船摩周丸．

停車場付近の海岸から 123 m 沖に，延長 27.8 mの岸壁を有するT字形の木造桟橋（通称：大桟橋）が完成し，乗船客は艀
はしけ

を利用せず，直接乗船・下船ができるようになった．さらに国鉄は旅客と鉄道車両を同時に輸送するため若松埠頭を建設し，1925 年から供用した．
函館は，樺太（サハリン）・沿海州におけるサケ・マス漁業の基地として，また樺太産及び北海道産のサケ・マスの集散市場として発展してきたが，大正期から昭和初期における北洋漁業の隆盛に伴いその根拠地となり，主要輸出品であるサケ・マス・カニの缶詰類が英国やオーストラリアなどに，またスルメが中国北部・中部に送られた．
第 2次世界大戦後の混乱期を経て函館経済を牽引したのは，北洋サケ・マス漁業と青函連絡船である．北洋鮭鱒漁業は戦前ほどの隆盛はなかったものの，1952 年に再開すると急速に拡大した．しかし 1977 年の「200 海里漁業専管水域」の設定によって漁場を締め出され，1988 年に終焉を迎えた．
一方，青函航路については，旅客兼車両運搬船 4 隻と車両運搬船 4 隻が新造され，1948 年には全船が就航した．1954 年 9 月に甚大な被害を及ぼした洞爺丸台風を機に連絡船の近代化が進められ，1970 年代前半に旅客・貨物輸送量がピークを迎えたが，航空機やフェリーなどの交通機関

との競合もあってその後は急激に輸送量を減少させ，1988 年 3 月，青函トンネルの開業と同時に，青函航路 80 年の歴史に幕を下ろした．1973 年以降，古くから利用されていた豊川，海岸町の各地区や西埠頭に漁業のための岸壁が順次整備された．また，大町地区には泊地整備によって発生した土砂により緑の島が整備され市民や観光客の憩いの場やイベント会場として利用されている（1980 年）．その後，各埠頭から発生する交通が一般交通と輻輳するようになったので，交通の流れを整理するために臨港道路が計画され，その一部である豊川地区から万代地区に至る「ともえ大橋」が 1997 年に開通した．この橋からは駒ヶ岳をはじめとする近隣の山々や函館港を一望できるため，ビュースポットとして市民や観光客に人気が高い．
函館山の麓から港にかけての地区には江戸期以来の歴史的建造物が点在しており，それを活かした港整備が進められてきた．特に，金森赤レンガ倉庫を複合施設として再生した事例は，我が国のウォーターフロント開発の先駆けとして有名である（図３）．2018 年には函館駅に近接するかつての大桟橋跡に，大型クルーズ船ターミナルが暫定供用され中心街の賑わいを演出している（図４）．また，函館市はかつての伝統を活かした国際水産・海洋都市構想を掲げ，2014 年に弁天地区において，岸壁の一部完成と同時に函館市国際水産・海洋総合研究センターを開設して活動を続けており，今後の展開が期待される．〔関口信一郎〕

図３　金森赤レンガ倉庫群と函館山．岸壁から港内遊覧船が離発着する．

図４　若松埠頭に接岸した飛鳥 II（提供：函館港湾事務所）．右隣は旧青函連絡船の摩周丸．その背後に臨港道路「ともえ大橋」．
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